
１．基本情報
大学名
設置区分 学校種
都道府県 事業期間
申請区分 改組内容

事業計画名

２．事業概要

３．情報系組織
情報系組織の設置・増員計画（赤字は事業対象組織）

事業開始時 事業終了時
2 2

1 1

3 3
10 0

0 40

10 0

0 20

20 60
160 160
80 80

240 240

大学全体の収容定員に占める情報系組織の収容定員の割合
博士課程 修士課程 大学院計

66.7% 50.0% 53.1%
66.7% 66.7% 66.7%
+0.0% +16.7% +13.6%

理学関係、工学関係

研究科等の設置・増員大学（一般枠）

0増員数

理学関係、工学関係
理学関係、工学関係

計

計

理工学研究科理工学専攻（非情
報系）

ー

理工学研究科理工学専攻（GX
コース）

増員数

増員数

令和６年度大学・高専機能強化支援事業
（支援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）【大学】

事業概要

学士

ー

本学では、求人のある多くの企業から、DX人材育成に関する強い要望が継続的に出されているとともに、情報科学・情報通信
工学に興味を持つ学生が増加しており、社会、学生のニーズを踏まえた大学院の機能強化が急務となっている。本事業では、
高度ＤＸ専門人材の育成に向けて、令和7年度に大学院博士前期課程に「大学院DXコース」を新設し、入学定員を10名
から40名（30名増）、収容定員を20名から80名（60名増）とする計画である。この計画では、様々な専門のバックグラウ
ンドを持つ学生が共通プログラムで学び協働することで、情報技術を利用・改良・創出し、他の分野との融合により新しい技
術を生んでいくための研究開発力の向上を図るものであり、同時に、国際性の涵養のほか、知的財産権、技術経営に関する
アントレプレナー教育による起業家マインドの醸成を図り、地域産業・研究機関等と強く連携しながら、イノベーションを起こす実
践力を備えた高度DX専門人材の育成を行うことを目的とするものである。

設置等後の
主な学位分野

理工学部（情報系） ー

課程 組織名 入学定員 設置・増員等時期

博士

修士

理工学研究科理工学専攻（情報
系）

ー

理工学研究科理工学専攻（DX
コース）

R7増員（コース新設）

40

理学関係、工学関係

理学関係、工学関係

R7増員（コース新設）

増分

増員前（R6.4.1時点）
増員後

計

大学
令和6年度～令和12年度

公立
北海道

令和6年2月申請時点

公立千歳科学技術大学における高度DX専門人材の育成に向けた大学院機能強化

公立千歳科学技術大学

理工学部（非情報系） ー

理工学研究科理工学専攻（情報
系）
理工学研究科理工学専攻（非情
報系） ー

理学関係、工学関係

0



＜社会や地域のニーズ・課題＞
 本学が立地するエリア・千歳美々ワールドに半導体メーカーであるRapidus社が進出し、半

導体製造管理に必要なデータサイエンスを身に付けた人材の供給を強く要望されている。
 道央圏の多くの企業からDX人材育成に関する強い要望が継続的に出されており、今後、周

辺地域に多くの半導体関連企業の進出が予定されていることから、地域産業界からの強い
潜在的DX人材ニーズが存在している。

＜研究科等の体制強化の概要・コンセプト・特徴など＞
 令和7年度大学院博士前期課程の入学定員を20名から60名に増員し、高度DX専門人材の育

成に向けた機能強化を図るため、「大学院DXコース（募集定員40名）」を新設する。
 「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」をベースに、非情報系の学部専門教育に「学部

DXプログラム」を副専修として新設し、「大学院DXコース」に誘導する。
 専門科目を担当する電子・情報・通信分野の大学院教員5名を採用し、デジタル技術を活用し

た研究指導を行うとともに、高度情報専門教員として履修者の学位論文審査に参画する。

＜教育内容・育成する人材像＞
 数理・データサイエンス・AIを中核とする情報技術を活用した異分野融合研究を通して、地域

産業、研究機関等と連携しながら情報技術を応用して新しい技術を生み出しイノベーションを
起こす高度DX専門人材の育成を行う。

 English Presentation Skillなどのグローバルサイエンス教育による国際性の涵養、知的
財産権、技術経営に関するアントレプレナー教育による起業家マインドの醸成を図り、技術の
グローバル化や新産業の創出に対応できる人材を育成する。

基本情報

改組内容 研究科等の設置・増員

所在地 北海道千歳市

増員する情報系組織名（修士） 理工学研究科理工学専攻（DXコース）

入学定員増数及び増員時期（修士） 30名（Ｒ７）

＜初中段階・他大学・高専・企業・自治体等との連携＞
 高等学校DX加速化推進事業（DXﾊｲｽｸｰﾙ）認定校との連携を強化し、DX人材を育成する。
 海外連携大学教員を客員教授として任用し、Global Collegeでの教育・研究指導を行う。
 北海道内の函館・苫小牧・釧路・旭川の4高専と教育・研究に関する包括連携協定を締結した。
 本学の隣接地に次世代半導体の製造を目指すRapidus社の工場建設が進んでいることか

ら、Rapidus社と連携した人材育成を行う。
 北海道経済産業局が主体の「北海道半導体人材育成等推進協議会」に本学も参加している。

事業計画名 公立千歳科学技術大学における高度DX専門人材の育成に向けた大学院機能強化

支援２ 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化の構想について

令和６年度 大学（一般枠） 公立千歳科学技術大学

理
工
学
部

博
士
前
期
課
程

大学院理工学研究科理工学専攻

大学院DXコース（40名）
※高度DX専門人材の育成

データ科学、人工知能、
メディア処理論、ネット
ワークシステム、ディジ
タルシステム設計論 etc

大学院GXコース（20名）

応用化学、生物学、材料
科学、デバイス工学 etc

プロジェクト科目
グローバルサイエンス科目
アントレプレナー科目

応用化学生物学科 電子光工学科 情報システム工学科

○博士前期課程（修士） 理工学研究科理工学専攻 【R7増員】 改組前20名 → 改組後60名
※改組後 理工学研究科理工学専攻にコースの新設 （DXコース40名 ※情報系増員数30名）

（GXコース20名）

「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル、応用基礎レベル）」をベースに
学部専門教育に新設する「学部DXプログラム」と、接続する「大学院DXコース」の概念図

学部DXプログラム(副専修)
プロジェクト科目

数理DS応用基礎レベル（学部専門教育）

情報専門科目

数理DSリテラシーレベル（共通基盤教育）

他大学・
高専専攻
科等入学

＜女子学生、社会人学生、留学生等の確保＞
 女子学生の確保にはロールモデルとなる女性教員の存在が必要である。このため、大学の情

報系女性教員や情報系企業で活躍する女性エンジニアを教員として公募採用する。
 リスキリング対応として、大学院DXコースの専門科目のeラーニング化を進める。
 海外の連携協定大学との共同研究や大学間の連携ネットワークを背景に、優秀な留学生を確

保し、同時に本学の大学院生をこれらの大学へ派遣する。
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